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日本女性の社会進出
１５～６４歳の日本人女性の就業率は、１９７５年の４９％から、２００９年には約６０％に上がってきた。もっとも国際的にみると、ノルウェーは７５％、アメリカは６６％、ドイツは６４％で、日本の６０％は先進国を並べてみると、まだ遅れている。しかも、就業率が６０％になった背景には、特にこの５年間、日本経済の景気がかなり低迷していることがある。女性の非正規雇用者は１９８５年には２２％だったが、直近では４３％まで増えているというデータもある。
高学歴な女性の社会進出が低いという統計もある。特に大学を卒業した２４～６４歳の女性の就業率は、大半の先進国が大体７０～９０％なのに対し、日本は６６％にとどまっている。一言でいえば「もったいない」。
女性が職場のリーダーになっている割合も低い。国際労働機関（ＩＬＯ）によると、２００３～０８年の民間企業の女性管理職の比率は、イギリスやドイツ、アメリカでは３０～４６％ぐらいまで上がっているが、日本は９％のままで、５年前とほとんど変わっていない。日本の社会のなかで働いている女性の数は増えていて、入り口のところは改善しているのだが、どのように昇進し、リーダーになるのかがまた次の、別のチャレンジになるのではないか。
正社員女性が出産後にいったん仕事を辞める割合は６～７割で、日本の独特なＭ字カーブを描いているといわれるが、国際的にみると、例えばフランスやドイツ、アメリカにはこの谷がなく、結婚・出産しても働き続けられる国々。それに対して日本では改善傾向はあるものの、まだこの谷がある。韓国でも全く同じ現象が見られる。厚生労働省の調査によると、会社を辞めた一番の理由としてあげられたのは「勤務時間があいそうもなかった（あわなかった）」「職場に両立を支援する雰囲気がなかった」だという。これは女性だけの問題ではなく、男性の問題でもある。より勤務時間が柔軟であることが必要だ。
また女性の未婚率が高くなっているということは、男性の未婚率も高くなっているはず。男性の未婚率が高くなると、一人っ子だと一人の息子が両親（りょうおや）の介護、ケアをしないといけない時代になるのではないか。官民問わず、この国のワークスタイルそのものを大きく考え直さないと厳しいのではないか。
（ジョブラボ）
日本だけで考えると年々女性の社会進出は増えているようですが、やはり世界的に見ると少ないようです。さらに問題なのが、職場復帰の低さです。個人のグローバル化は個人次第でなんともなりますが、日本自体のグローバル化を進めるためには会社・国の制度を国際基準に変えていかないと達成できないのではないでしょうか。

